ドクリツゴ ノ チュウオウ アジア by 高橋 巖根 & タカハシ イワネ
























































Central Asia in the Age of Independence
IWANE TAKAHASHI
(215)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（創土社，2005年），114-115頁；Ahmed Rashid, The 
Resurgence of Central Asia: Islam or Nationalism?, 
















れている（Terry Martin, The Affirmative Action 
Empire: Nations and Nationalism in Soviet Union, 





⑸　Nikolai Luk’ianovich Mishin, Islam Karimov – 





　　Aleksandr Shapovalov, Uzbekskii Petr Pervyi, 
‘Karavan’ 9 oktiabria 1998g., Almaty.［アレクサ
ンドル・シャポヴァロフ，「ウズベクのピョートル
1 世」，『カラヴァン』紙，1998年10月 9 日付け，
アルマトゥ］.
⑹　Juan J.Linz, Totalitarian and Authoritarian 
Regimes, Boulder and London: Lynne Rienner 
Publishers, 2000; H.E. Chehabi and Juan J. Linz, 
Sultanistic Regimes, Baltimore and London: The 












































Fitzpatrick, President Berdymukhamedov’s Report 
























































































　　　最近の事例としては，2011年 6 月 7 日付けの報
道によると，トルクメニスタンにおいて同国で建
設事業に携わっているトルコ系建設企業に対する
未払い金が10億ドルに達したことが政治問題にな
り，トルコ大統領が急きょ同国を訪問して，支払
を促したという事態となった。
　玄奘はインド旅行の途上で，インドまでの旅行の
便宜と保護を得るため，西突厥の葉護可汗と会見
している。
　クシャーナ朝は，北インドから中央アジア南部ま
でを領土としていた。その北端は，現在のウズベ
キスタン・スルハンダリヤ州に相当し，同州には
仏教関連の遺跡が多い。
　「中央アジア＋日本」対話は，2004年 8 月に当時の
川口外相が中央アジア諸国との対話と協力の枠組
みとして立ち上げたもので，⑴政治対話，⑵地域
内協力，⑶ビジネス振興，⑷知的対話，⑸文化交
流・人的交流を協力の 5 本柱としている。現在ま
で，合計 3 回の外相会合を開催するなど，定期的
な対話・会合を継続している。
　ウイグル反体制派の組織である「世界ウイグル会
議」日本代表のイリハム・マハムティは，最近の
著書を通じて中国政府によるウイグル人弾圧・差
別の実態を訴えている（イリハム・マハムティ，
『7.5ウイグル虐殺の真実―ウルムチで起こったこと
は日本でも起こる』，宝島社，2010年；イリハム・
マハムティほか，『中国の狙いは民族絶滅―チベッ
ト・ウイグル・モンゴル・台湾，自由への戦い』，
まどか出版，2009年）。
　「中国とタジキスタン，領土紛争に終止符」，朝鮮
日報日本語版，2011年10月 3 日付け
　アフガニスタンには，イラン系のパシュトゥーン
人（別名アフガン人）とタジク人，トルコ系のウ
ズベク人，モンゴル系のハザラ人の 4 つの主要民
族がいるが，いずれも人口の過半数を占めていな
い状況であり，そこに民族対立が起きやすい条件
がある。もっとも人口が多いパシュトゥーン人で
も45%にすぎず，またその内部は 2 大部族に分裂し
ている。タジク人がそれに次いで32%を占める。言
語的には，タジク人とハザラ人（12％）はダーリ
語を話すので，ダーリ語はパシュトゥーン語と同
程度の話者人口をもっていることになる。
